
等
を
活
用
し
た
長
生
広
域
排
水

路（〝
長
生
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
〞）

の
整
備
が
有
効
と
考
え
る
が
、

そ
こ
で
3
点
伺
う
。

　一
宮
川
整
備
の
進
捗
状
況

　
鶴
岡
議
員
　
①一
宮
川
の
河

川
整
備
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
知
事　
一宮
川
中
下
流
域
で

は
、
第
二
調
節
池
の
増
設
を
令

和
5
年
度
末
ま
で
に
、
河
道
の
拡

大
は
6
年
度
末
ま
で
の
完
了
を

目
指
し
、
調
節
池
の
掘
削
や
河

道
改
修
等
を
実
施
し
てい
ま
す
。

　
今
年
8
月
末
ま
で
に
、
治
水

効
果
の
早
期
発
現
を
図
る
た

め
、
調
節
池
の
貯
留
容
量
を
更

に
増
や
す
と
と
も
に
、
鶴
枝
川

合
流
点
か
ら
豊
田
川
合
流
点
ま

で
の
区
間
で
は
、
計
画
の
約
9

割
ま
で
河
道
を
広
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
上
流
域
・
支
川
で
は
、

今
年
度
か
ら
新
規
事
業
化
し
、

末
迄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
事
業
の
進
め
方
や
資
金
計
画

な
ど
事
業
計
画
の
見
直
し
を
進

め
て
お
り
、
今
後
は
、
民
間
活

力
導
入
も
見
据
え
た
魅
力
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
野
球
場
の
照
明
設
備

　
鶴
岡
議
員  

②
野
球
場
に
照
明

設
備
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
都
市
整
備
局
長　
県
内
で
の

設
置
球
場
の
利
用
状
況
や
、
周

辺
環
境
への
影
響
な
ど
に
つい
て

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

地
元
市
や
利
用
団
体
の
意
見
等

も
勘
案
し
、
事
業
計
画
見
直
し

の
中
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
茂
原
市
近
郊
の
広
域
公
園

　
鶴
岡
議
員　
県
立
長
生
の
森

公
園
は
、
茂
原
市
街
北
西
の
丘

陵
地
に
あ
る
公
園
で
、
自
然
の

地
形
や
豊
か
な
緑
を
保
全
し
な

が
ら
、ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
ショ

ン
が
楽
し
め
る
広
域
公
園
と
し

て
計
画
さ
れ
、
事
業
が
進
ん
で

い
る
。
そ
こ
で
2
点
伺
う
。

　
長
生
の
森
公
園
整
備
の
進
捗

　
鶴
岡
議
員
　
①
公
園
整
備
の

　
茂
原
市
選
出
の
鶴
岡
宏
祥
議
員
は
、
6

月
県
議
会
で一般
質
問
に
登
壇
。
懸
案
の一

宮
川
流
域
の
整
備
や
道
路
問
題
に
つ
い
て

た
だ
し
、
更
に
農
業
の
現
状
に
危
機
感
を

訴
え
て
、
県
の
姿
勢
を
追
及
し
た
。
そ
の

概
要
を
お
伝
え
す
る
。

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
都
市
整
備
局
長　
本
公
園
は

計
画
面
積
48
・
2
㌶
の
広
域
公

園
で
、
野
球
場
や
テ
ニス
コ
ー
ト
、

多
目
的
広
場
な
ど
12
・
5
㌶
に

つい
て
供
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
多
目
的
広
場
周

辺
の
園
路
整
備
を
行
って
お
り
、

新
た
に
体
験
広
場
の
整
備
に
着

手
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
事
業
期
間
が
今
年
度

流
域
治
水
プ
ロ
ジェク
ト
」を
推

進
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
中

下
流
域
の
整
備
は
既
に
着
手
し

て
お
り
、
上
流
域
及
び
支
川
は
、

早
期
着
手
が
期
待
さ
れ
る
。

　
私
は
、
既
存
農
業
用
排
水
路

　一
宮
川
流
域
整
備
の
状
況

　
鶴
岡
議
員　
一
宮
川
流
域
の

治
水
対
策
に
つい
て
県
で
は
、「一

宮
川
流
域
浸
水
対
策
特
別
緊

急
事
業
」を
実
施
し
、
ま
た
流

域
関
係
者
に
よ
る「一宮
川
水
系

測
量
調
査
な
ど
に
着
手
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
治
水
効

果
を
発
現
さ
せ
つ
つ
、
事
業
の

推
進
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

　一
宮
川
中
下
流
域
の
用
地
取
得

　
鶴
岡
議
員
　
②一宮
川
中
下

流
域
の
用
地
取
得
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
一宮
川
中
流

域
で
は
、
昨
年
6
月
か
ら
用
地

買
収
に
着
手
し
、
用
地
取
得
率

は
約
5
割
と
なって
お
り
ま
す
。

　
下
流
域
で
は
、
未
買
収
地
の

大
半
を
占
め
る
共
有
地
に
つい
て

約
8
割
の
持
分
を
取
得
し
て
お

り
、
早
期
取
得
に
向
け
た
対
策

を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
流
域
治
水
の
検
討
状
況

　
鶴
岡
議
員
　
③
長
生
広
域

導
水
路
を
含
め
た
流
域
治
水
の

検
討
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
流
域
治
水

につい
て
は
、
河
川
整
備
と
併
せ
、

雨
水
貯
留
対
策
、
土
地
利
用
施

策
等
、
幅
広
い
対
策
を
総
合
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
広
域
的
な
導
水
路
も
含
め
た

流
域
治
水
の
具
体
的
な
対
策
検

討
に
向
け
、
事
例
調
査
や
デ
ー

タ
収
集
等
を
行
っ
て
お
り
、
地

域
の
合
意
を
得
な
が
ら
、
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
赤
目
川
整
備
の
進
捗
状
況

　
鶴
岡
議
員
　
茂
原
市
本
納
地

区
を
東
西
に
流
れ
る
赤
目
川
の

整
備
状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
赤
目
川
で

は
、
南
白
亀
川
合
流
点
か
ら
上

総
橋
ま
で
の
7
・
7
㎞
区
間
で
整

備
を
進
め
、
合
流
点
か
ら
萱
場

橋
ま
で
の
4
・
2
㎞
区
間
の
河
道

拡
幅
と
上
流
側
右
岸
に
あ
る
Ｂ

調
節
池
が
完
成
し
てい
ま
す
。

　
現
在
、
B
調
節
池
の
対
岸
に

整
備
す
る
A
調
節
池
の
掘
削
工

事
の
ほ
か
、
新
手
樋
橋
の
上
部

工
や
、
橋
の
上
流
側
で
護
岸
工

事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
元
年
の
よ
う
な
災

害
を
、
二
度
と
経
験

し
た
く
な
い
、
と
い
う
地
元
の

思
い
を
汲
ん
で
、
早
期
の
整
備

を
目
指
し
、
引
き
続
き
ご
尽
力

い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
百
年
後
も
水
害
の
心

配
の
な
い
長
生
地
域
と
な
る
よ

う
、
広
い
視
野
で
の
対
策
と
な

る「
長
生
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
」の

実
現
に
向
け
、
前
向
き
な
検
討

を
お
願
い
し
た
い
。

6月県議会・一般質問6月県議会・一般質問

要望

る
が
、
茂
原
市
六
ツ
野
地
先
の
交

差
点
と
、
千
町
地
先
の
交
差
点

で
は
渋
滞
等
が
発
生
し
、
ま
た
、

何
れ
も
一
斉
点
検
で
安
全
対
策

が
必
要
な
個
所
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
2
つ
の
交
差
点
改
良
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
六
ツ
野
地

先
の
交
差
点
で
は
、
右
折
レ
ー
ン

設
置
と
歩
道
整
備
を
行
う
予
定

で
用
地
取
得
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
千
町
地
先
で
は
、
交

差
点
改
良
と
歩
道
整
備
を
計
画

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
詳
細

設
計
を
完
了
し
、
今
年
度
は
地

元
説
明
会
を
行
い
用
地
取
得
に

向
け
た
測
量
を
実
施
し
ま
す
。

　
県
道
茂
原
大
多
喜
線
の
課
題

　
鶴
岡
議
員　
県
道
茂
原
大
多

喜
線
は
、
茂
原
市
を
南
北
に
縦

断
す
る
幹
線
道
路
だ
が
、
渋
滞

や
事
故
の
発
生
、
橋
梁
の
老
朽

め
、
終
点
部
の
広
域
農
道
と
の

交
差
を
立
体
交
差
と
す
る
こ
と

で
昨
年
12
月
か
ら
地
元
説
明
会

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　一
宮
町
ま
で
の
事
業
化

　
鶴
岡
議
員
　
長
生
グ
リ
ー
ラ

イ
ン
の
広
域
農
道
か
ら一宮
町

ま
で
の
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
広
域
農

道
か
ら一宮
町
ま
で
の
早
期
事
業

化
は
、
圏
央
道
の
整
備
効
果
を

広
く
波
及
さ
せ
、
県
内
外
と
の

交
流
・
連
携
の
強
化
、
観
光
等

の
地
域
振
興
を
図
る
た
め
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
関
係
機
関
と
の
協

議
を
進
め
て
道
路
計
画
案
を
検

討
し
て
お
り
、
今
後
、
地
元
説

明
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
県
道
正
気
茂
原
線
の
交
差
点

　
鶴
岡
議
員　
県
道
正
気
茂
原

線
は
、
大
変
重
要
な
道
路
で
あ

　
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
進
捗

　
鶴
岡
議
員　
首
都
圏
中
央

連
絡
道（
圏
央
道
）は
、
東
金
―

木
更
津
間
が
平
成
25
年
に
開
通

し
、
残
る
大
栄
―
横
芝
間
は
、

令
和
6
年
度
ま
で
の
開
通
に
向

け
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
圏
央
道
全
線
開
通
の
効

果
を
外
房
地
域
に
広
く
波
及
さ

せ
る
た
め
に
は
、
圏
央
道
と
外

房
地
域
を
結
ぶ
長
生
グ
リ
ー
ン

ラ
イ
ン
の
早
期
整
備
が
必
要
だ

が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
現
在
、
長

南
町
道
―
県
道
茂
原
大
多
喜

線
の
区
間
で
、
令
和
5
年
度
の

供
用
を
目
指
し
、
橋
梁
や
道
路

改
良
工
事
な
ど
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
続
く
県
道
茂

原
大
多
喜
線
―
広
域
農
道
の

区
間
で
は
、
用
地
の
取
得
を
進

化
、
狭
い
路
肩
な
ど
課
題
が
山
積

し
てい
る
。こ
の
取
組
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
茂
原
市

早
野
地
先
の
交
差
点
で
は
、
右

折
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
改
良
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
度
に

用
地
取
得
に
必
要
な
物
件
調
査

を
完
了
し
、
今
後
、
残
る
用
地

の
取
得
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
茂
原
地
先
―
早
野

地
先
の
区
間
で
は
、
路
肩
が
狭

く
、
自
転
車
の
安
全
通
行
が
確

保
で
き
な
い
区
間
や
、
幅
員
が

狭
く
、
大
型
車
の
す
れ
違
い
が

困
難
で
あ
る
橋
梁
等
が
あ
り
、

今
年
度
、
調
査
を
実
施
し
、
対

応
策
を
検
討
し
ま
す
。

　
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
は
、
圏
央
道
と
外
房

地
域
を
結
び
、
半
島
性
克
服
の

た
め
、
大
変
重
要
な
事
業
な
の

で
、
引
き
続
き
、
早
期
整
備
に

向
け
た
取
組
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
県
道
正
気
茂
原
線
、

県
道
茂
原
大
多
喜
線
も
、
そ
れ

ぞ
れ
抱
え
た
問
題
を
理
解
し
、

早
期
の
対
策
を
要
望
す
る
。

6月県議会で一般質問に
登壇した鶴岡宏祥議員

要望

進
む
一宮
川
流
域
の
整
備

〝長
生
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
〞検
討
要
す急

ぐ
早
期
実
現

長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン

令和4年8月1日（月）

“ふるさとちば”のための政策推進を
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減
少
止
ま
ぬ
千
葉
県
の
農
家

　
鶴
岡
議
員　
日
本
の
農
家
戸

数
は
、
10
年
間
で
実
に
31
％
も

減
少
し
、
千
葉
県
で
も
、
2 

0
1
0
年
の
7
万
3
千
戸
余
り

か
ら
、
2
0
2
0
年
に
は
5
万

戸
余
り
に
減
少
し
、
農
業
王
国

千
葉
の
生
産
基
盤
が
弱
体
化
し

つつ
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
、
農

地
を
担
い
手
に
集
積
・
集
約
さ

せ
、
地
域
農
業
の
将
来
図
を
描

く「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」作
成

を
進
め
て
き
た
が
、
努
力
目
標

か
ら
作
成
を
義
務
付
け
す
る
関

係
法
令
・
施
策
の
改
正
を
進
め

て
い
る
。
そ
こ
で
3
点
伺
う
。

　
農
地
集
積
集
約
が
遅
れ
た
理
由

　
鶴
岡
議
員
　
①
農
地
集
積
・

集
約
が
進
ま
な
か
っ
た
主
な
原

因
は
、何
で
あ
る
と
考
え
る
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
県
で
は
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
率
51
％

を
目
標
に
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

令
和
2
年
度
末
の
実
績
は
、

26
・
9
％
に
留
まって
い
ま
す
。

担
い
手
、
農
用
地
の
効
率
的
か

つ
総
合
的
な
利
用
に
関
す
る
目

標
な
ど
を
定
め
る
も
の
で
、
そ

の
実
効
性
の
確
保
が
課
題
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
策
定
主
体
で
あ

る
市
町
村
や
農
業
委
員
会
、
農

地
中
間
管
理
機
構
な
ど
の
関
係

機
関
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
の

農
業
者
等
と
の
合
意
形
成
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
県
で
は
、
体
制
の
整
備
と
と

も
に
、
協
議
の
場
に
積
極
的
に

参
画
し
て
情
報
提
供
や
助
言
を

行
い
、
合
意
形
成
が
円
滑
に
進

む
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
計
画
実
施
へ
の
支
援

　
鶴
岡
議
員
　
③「
地
域
計
画
」

の
実
施
に
向
け
て
県
は
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
担
い
手
に

対
し
て
は
、
効
率
的
な
利
用
に

適
し
た
農
地
の
整
備
や
集
約
化

を一層
進
め
る
と
と
も
に
、
経
営

力
強
化
に
必
要
な
施
設
や
ス

マ
ー
ト
農
業
機
器
等
の
整
備
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
道
や
水
利
施
設
の

維
持
管
理
は
、
地
域
全
体
で
の

取
組
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

保
全
活
動
組
織
の
設
立
を
促
し
、

活
動
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
再
整
備
の
進
捗
状
況

　
鶴
岡
議
員　
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
主
に
身
体
に

障
害
の
あ
る
人
に
、
高
度
な
医
学

的
、
社
会
的
及
び
職
業
的
リ
ハ
ビ

リ
を
総
合
的
に
行
い
、
社
会
復
帰
・

家
庭
復
帰
を
支
援
す
る
施
設
で
あ

り
、
現
在
、
再
整
備
の
準
備
が
進

ん
で
い
る
。

　
実
施
設
計
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
順

調
に
進
ん
で
い
る
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　
利
用
者
動
線

に
配
慮
し
た
施
設
配
置
、
利
用
者

の
状
態
に
合
わ
せ
た
居
住
環
境
整

備
、
高
度
で
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会

　
鶴
岡
議
員
　
県
民
誰
も
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
機
会
の
充

実
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
知
事　
県
民
誰
も
が
、
生
涯

を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
心
身
の

健
全
な
発
達
や
健
康
の
保
持
・

増
進
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

住
民
や
地
域
間
の
交
流
な
ど
活

力
あ
る
社
会
づ
く
り
の
大
き
な

原
動
力
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
毎
年

10
月
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
月
間
と

し
、
県
有
施
設
の
無
料
開
放
や

親
子
体
験
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施

す
る
ほ
か
、
幅
広
い
世
代
が
身

近
な
地
域
で
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
支
援
や
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
等
の
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
の
実
施
地
域
や
、
小
中
学

校
へ
の
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
派
遣

回
数
を
拡
充
し
ま
す
。

　
そ
の
主
な
原
因
と
し
て
、
信

頼
関
係
が
構
築
さ
れ
た
相
手
に

貸
し
た
い
と
い
う
農
家
が
多
く
、

ま
た
、
経
営
向
上
に
つ
な
が
ら

な
い
農
地
の
貸
借
が
進
ま
な
かっ

た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
状
況
改
善
に
は
、
貸
手

と
借
手
の
話
合
い
を
促
し
、
複

数
の
農
地
を
ま
と
め
て
貸
借
に

つ
な
げ
る
こ
と
等
が
必
要
で
す

が
、
こ
う
し
た
調
整
の
不
足
も

要
因
と
考
え
ま
す
。

　
地
域
計
画
策
定
上
の
課
題

　
鶴
岡
議
員
　
②「
地
域
計
画
」

策
定
上
で
の
課
題
は
何
か
。
ま

た
、
支
援
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
地
域
計
画

は
、
市
町
村
が
地
域
農
業
の
将

来
の
在
り
方
や
そ
れ
を
支
え
る

　
各
市
町
村
が
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
を
持
って
、

早
期
に
取
り
組
ん
で
行
か
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
、

地
元
関
係
者
の
理
解
と
県
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
県
に
全

面
的
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

可
能
と
す
る
訓
練
室
の
拡
充

等
、
現
場
の
意
見
を
反
映
さ
せ

た
基
本
設
計
を
昨
年
12
月
に

完
了
し
ま
し
た
。

　
本
年
1
月
か
ら
は
実
施
設

計
に
着
手
し
、
現
在
、
最
終

的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
を
確
認
す
る

と
と
も
に
医
療
機
器
の
選
定
な

ど
を
行
い
、
本
年
度
末
ま
で
に

設
計
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
再
整
備
は
予
定
ど
お
り
進

め
て
お
り
、
外
来
診
療
棟
は
令

和
8
年
度
、
居
住
棟
は
令
和

12
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
、

着
実
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。

楽
し
め
る
ユニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
。
是
非
と
も
、
タ
ッ
チ

バ
レ
ー
の
県
民
に
対
す
る
普
及

啓
発
を
、
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
普
及
促
進
へ
の
取
組

　
鶴
岡
議
員
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
局
長　
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
普
及
に
取

り
組
む
市
町
村
が
少
な
い
た
め

県
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
市
町

村
の
意
見
を
聞
き
、
競
技
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

情
報
発
信
、
体
験
会
開
催
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
タ
ッ
チ
バ
レ
ー
の
普
及

　
鶴
岡
議
員
　
茂
原
市
発
祥
の

タ
ッ
チ
バ
レ
ー
を
県
と
し
て
普

及
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
局
長　
タッ

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
、ユニ

バー
サ
ルス
ポ
ーツ
が
広
く
普
及
す

る
よ
う
、
大
会
の
後
援
や
県
の
広

報
媒
体
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
、
体
験

会
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
誰
で
も
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ス
ポ
ー
ツ
は
様
々
あ
り
、
県

民
が
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る

機
会
を
数
多
く
提
供
し
て
、
県

民
が
、
親
し
み
や
す
い
ス
ポ
ー

ツ
を
選
び
、
生
涯
に
わ
たって
親

し
む
こ
と
が
、
大
き
な
目
標
と

考
え
る
。

　
タッ
チ
バ
レ
ー
は
、
茂
原
市
つ

ま
り
千
葉
県
で
生
ま
れ
、「
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
と
で
も
」

要望 要望

　
地
籍
調
査
へ
の
取
組

　
鶴
岡
議
員　
地
籍
調
査
は
、

市
町
村
が
主
体
と
な
り
、一
筆

ご
と
の
土
地
の
所
有
者
、
地
番
、

地
目
を
調
査
し
、
境
界
の
位
置

と
面
積
を
測
る
調
査
で
あ
る
。

　
そ
の
効
果
は
、
災
害
復
旧
の

迅
速
化
、
公
共
事
業
の
円
滑
化

な
ど
に
寄
与
す
る
、
大
変
重
要

な
調
査
と
認
識
し
て
い
る
。

　
し
か
し
本
県
で
は
、
未
着
手

の
市
町
村
が
多
く
、
調
査
が
遅

れ
て
い
る
。
な
お
、
本
県
の
対

象
面
積
に
対
す
る
進
捗
率
は
、

約
18
％
と
い
う
。
そ
こ
で
伺
う
。

　
地
籍
調
査
の
推
進
を
図
る
た

め
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
県
で
は
、

地
籍
調
査
を
推
進
す
る
た
め
、

調
査
の
未
着
手
や
休
止
中
の
市

町
に
対
し
直
接
訪
問
し
て
調
査

の
重
要
性
を
説
明
し
、
理
解
を

求
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国

の
補
助
メ
ニュー
の
活
用
を
提
案

す
る
な
ど
働
き
か
け
を
強
め
て

い
く
予
定
で
す
。

　
更
に
、
効
率
的
な
調
査
手
法

等
に
関
す
る
講
習
会
も
開
催
し

て
お
り
、
今
後
も
地
籍
調
査
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
県
に
は
、
事
業
を
実

施
す
る
市
町
村
へ
の

支
援
と
、
未
着
手
等
の
市
町
村

へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
、
よ

り一層
の
事
業
進
捗
を
図
る
よ

う
要
望
す
る
。

自席から再質問する鶴岡議員

要望

10年間で農家2万減る

策
定
に
全
力
を

地
籍
調
査
へ
の
取
組

地
籍
調
査
へ
の
取
組 10年間で農家2万減る
“農業王国・千葉”の危機

順調に再整備進む

人・農
地
プ
ラ
ン

千葉リハビリテーションセンター

急
げ
地
籍
調
査
タ
ッ
チ
バ
レ
ー
の
検
討
も

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
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